
流山市建築基準法第４３条第２項第１号認定基準  

 

第１  目的  

 この基準は、建築基準法（昭和２５年法律第２０１号。以下、「法」と

いう。）第４３条第２項第１号に該当する建築物で、特定行政庁が交通上、

安全上、防火上及び衛生上支障がないと判断できるものについて認定する

場合の必要な事項を定め、もって適正な法の運用を図ることを目的とする。 

 

第２  認定基準  

 法第４３条第２項第１号により認定する場合の基準は、次の各項に掲げ

るものとする。  

ただし、当該建築物の敷地に接する道が建築基準法施行規則（昭和２５

年建設省令第４０号。以下、「省令」という。）第１０条の３第１項第２

号の基準に適合する場合は、法第４２条第１項第５号の規定に基づく位置

の指定を受けることを原則とする。  

 １  省令第１０条の３第１項各号で定める避難及び通行の安全上必要

な道の基準  

 (１ ) 第１号「農道その他これに類する公共の用に供する道」とは、次

のいずれかに該当するものとする。  

  ア  土地改良法又は森林法に基づき整備された道で、通行に関して管

理者の承諾又は承諾と同等と判断できるものが得られており、通行

上支障がないもの。  

  イ  現に通行の用に供されている河川管理用通路で、通行に関して管

理者の承諾又は承諾と同等と判断できるものが得られており、通行

上支障がないもの。  

  ウ  現に通行の用に供されている公共団体等が所有又は管理する空地

（以下、「公共空地」という。）で、通行に関して管理者の承諾又

は承諾と同等と判断できるものが得られており、通行上支障がない

もの。  

  エ  敷地と法第４２条に規定する道路（以下、「道路」という。）の

間に次のいずれかに該当する部分で、通行に関して管理者の承諾又

は承諾と同等と判断できるものが得られており、通行上支障がない

もの。  



  (ア ) 公共団体等が所有又は管理する河川又は水路（以下、「水路等」

という。）に橋や蓋等が設けられている部分  

  (イ ) 公共空地の部分  

 (２ ) 第２号「建築基準法施行令（昭和２５年法律第３３８号。以下、

「令」という。）第１４４条の４第１項各号に掲げる基準及び同条第

２項に規定する基準（以下、「位置指定道路の基準」という。）に適

合する道」であり、申請者その他の関係者が当該道を将来にわたって

通行することについて、次に掲げる者の承諾が得られているものであ

ること。  

  ア  当該道の敷地となる土地の所有者及びその土地に関して権利を有

する者  

  イ  当該道を位置指定道路の基準に適合するように管理する者  

 ２  省令第１０条の３第３項で定める利用者が少数である建築物の用

途及び規模に関する基準  

  次の各号に掲げる道の区分に掲げる用途及び規模であること。  

 （１）省令第１０条の３第１項第１号に規定する道  

   法別表第１（い）欄（１）項に掲げる用途以外の用途に供する建築

物で、延べ面積（同一敷地内に２以上の建築物がある場合にあっては、

その延べ面積の合計）が５００㎡以内のもの（建築基準法施行条例（昭

和３６年千葉県条例第３９号。以下、「条例」という。）第６条第１

号、第４号及び第５号に掲げる特殊建築物で、その用途に供する部分

の床面積が当該各号に定める面積を超えるものを除く。）。  

 （２）省令第１０条の３第１項第２号に規定する道  

   一戸建ての住宅、長屋又は法別表第２（い）項第２号に掲げる用途

に供する建築物で、延べ面積（同一敷地内に２以上の建築物がある場

合にあっては、その延べ面積の合計）が５００㎡以内のもの。  

 

第３  形態規制の付加  

 第２の第１項第１号及び第２号に規定する道に接する敷地の建築物につ

いては、当該道を道路とみなして、法第５２条第２項（前面道路幅員によ

る容積率制限）、法第５６条（建築物の各部分の高さ）、法第５８条（高

度地区）及び令第２０条（採光の有効算定）、条例の規定を適用する。  

 



第４  適用除外  

 敷地に接する道が、第２の第１項第１号エに該当する場合における、敷

地と道路との間にある橋や蓋等が設けられている水路等の部分又は公共空

地の部分として幅員２ｍ未満である場合は、法第４３条第１項に適合して

いるものとみなす。


